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７月１１日（金）３年生がこれまでの研究成果を１年生に向けて発表！  

 ２年生は、この春からＹＳＰⅡにおいて、課題研究のテーマを設定し、研究計画を練り上げてきまし
た。この発表会は、それを３年生に見てもらい、アドバイスを受けるというものです。３年生は、曖昧
な点を尋ねたり、自らの経験から「このままでは調べ学習になるのでアンケートをとるなどしたほうが
よい」などと、実践的な助言をしていました。 

 これらのアドバイスをもとに、２年生は、夏休み、２学期、３学期と課題研究を進めることになりま
す。３年生からの想いを引継ぎ、自らの課題研究を深めていって欲しいです。 

 酷暑の中、代表発表はリモートで行われ、生徒たちはそれぞれの教

室で発表を視聴しました。代表発表では「耐震性の高いつまようじタ

ワーの作成を目指して」「災害時のストレス緩和のための郷土菓子」

「持続的な地域のこども食堂の活動について」の３つのテーマについ

て発表があり、３年生から積極的に質問が挙がっていました。その

後、それぞれの持ち場に分かれて２回、３年生がこれまで研究してき

た内容をポスター形式で発表しました。３年生だけあり、研究内容を

熱心にかつ流暢に説明していました。 

 また県内ALT８名、熊本県立大学留学生５名を招聘し、グローバル探

究コース（Ｇ探）の３年生たちの発表それぞれにアドバイザーとして

ついてもらいました。Ｇ探の生徒たちは、英語でポスター発表をし、

英語で質疑応答を受けるなど、これまで培ってきた英語コミュニケー

ション能力を発揮できる、貴重な体験をすることができました。 

 この研究発表会は３年生の集大成であると同時に「３年生が１年生

に向けてその経験を伝える」目的で開催されました。次代を担う１年

生は、３年生よりしっかりとバトンを受け継いでいました。 

７月１６日（水）３年生が２年生に対して研究計画のアドバイスを行う！ 


